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野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —
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Camellia sinensis（L.）Kuntze var. sinensis とアッ
サアムチャ C. sinensis （L.）Kuntze var. assamica
（J.W.Mast.）Kitam. の 2 変種があり日本のチャは









大きな葉をつけます。花は径 2 〜 2.5cm，花弁
は白色で，枝の途中の葉柄基部から 1 つずつ下
を向いてつき，短い柄でぶら下がるように咲き
















じ じ ん め い も く と う
腎明目湯などに配剤されます。緑茶の成分には，プリン塩基（キサンチン
誘導体）の caffeine , theophylline , xanthine，タンニンの（+）-cathechin,（−）-epigallocatechin 




し，10 〜 12 月初旬，葉腋に白い花をつけ，果実は翌年秋に熟します。原産地はインド，ベトナ
ム，中国西南部とされていますが詳細はよくわかっていません。茶畑で栽培される他，野生化した
樹木を含め熱帯から暖帯のアジアに広く分布しています。チャには，大きく分けてチャ（チャノキ）
チャノキ（チャ）Camellia sinensis (L.) Kuntze var. sinensis
（ツバキ科 Theaceae）
写真 1　茶畑（遠景） 写真 2　茶の葉
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品種が 7 割以上を占めていますが，これは 1 本の木をもとにさし木で増やしたもので，すべてクロー
ンということになります。品種が同じだと同時季に一斉に同様な葉の出方をするので機械で摘み取
るのには，とても好都合ですが，一度，病気が発生すると一気に感染が広がり一大事になります。
図 1　成分の構造式
